
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

豆
知
識
！
偽
ウ
ィ
ル
ス
ソ
フ
ト
に
注
意 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
い
て
、「
あ
な
た

の
Ｐ
Ｃ
を
無
料
で
診
断
し
ま
す
」
と
い
う
広

告
が
表
示
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

無
料
だ
か
ら
と
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、「
ウ
ィ
ル

ス
が
見
つ
か
り
ま
し
た
」
と
警
告
が
出
て
、

心
配
で
言
わ
れ
る
ま
ま
進
む
と
、
駆
除
す
る

に
は
有
料
版
が
必
要
な
の
で
と
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
個
人
情
報
の
入
力
を
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
実
は
ウ
ィ
ル
ス
ソ
フ
ト
を

装
っ
た
詐
欺
の
可
能
性
が
高
く
、
同
様
の
手

口
は
数
年
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
に
入
り
再
び
被
害
が
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

先
の
よ
う
に
広
告
か
ら
だ
け
で
な
く
、
Ｐ

Ｃ
に
脆
弱
性
が
あ
る
と
知
ら
な
い
間
に
感
染

し
、
突
然
見
慣
れ
ぬ
ス
キ
ャ
ン
画
面
に
な
っ

た
上
で
、
や
は
り
「
ウ
ィ
ル
ス
が
見
つ
か
り

ま
し
た
」
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

対
策
は
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
名
前
の
ソ

フ
ト
は
無
闇
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
い
、
ま

た
以
前
か
ら
何
度
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ソ
フ
ト
は
常
に
最
新
版
に
し
て
、
脆
弱
性
を

残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。 

詳
し
く
は
次
の
サ
イ
ト
（
※
１
）
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
１ 

h
ttp:/

/bit.ly/1
9Q

h
pkj 
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戸
塚
宿 こ

こ
は
江
戸
と
小
田
原
の
中
間
点 

迎
え
る
女
中
は
笑
顔
で
ぺ
こ
ぺ
こ
。
、 

弥
次
喜
多
は
別
な
女
中
の
サ
ー
ビ
ス
で
、 

お
茶
を
す
す
り
な
が
ら 

ほ
め
た
り
、
冷
や
か
し
た
り
、
上
元
気
。 

作
者 

 

松
永
宝
蔵
氏 

WindowsXP・Office2003 のサポート完全終了日 残り５ヶ月

サ
ポ
ー
ト
の
終
了
？ 

使
用
し
て
い
る
人
は
後
は
ど
う
な
る
の

 
サ
ポ
ー
ト
終
了
後
の
最
大
の
影
響
は
、 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
が 

提
供
さ
れ
な
く
な
る
事
で
す
。 

つ
ま
り 

使
い
続
け
る
事
は
出
来
ま
す
が 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
危
険
度
が 

限
り
な
く
高
く
な
る
事
で
す
。 

家
を
留
守
に
す
る
時
や
夜
に
就
寝
す
る 

時
に
、
玄
関
、
窓
な
ど
す
べ
て
が
解
放

状
態
に
し
て
い
る
事
と
同
じ
で
す 

 パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
使
用
者
本
人
が 

「
自
己
責
任
で
管
理
す
る
か
ら
・
・
」

と
言
っ
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｕ
Ｓ

Ｂ
メ
モ
リ
ー
を
介
し
て
知
ら
な
い
間
に

他
人
に
も
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う
事
に

な
り
ま
す
。 

 

終
了
期
限 

来
年 

四
月 

九
日 

で
す
。

   

全
世
界
が
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

登
呂
遺
跡
は
平
和
な
里
だ
っ
た
！ 

吉
野
ヶ
里
遺
跡
は
、
戦
火
の
集
落
か
？ 

特
別
史
跡
登
呂
遺
跡
発
見
七
十
周
年
で

記
念
特
別
展
が
開
催
中
（
～
十
二
月
八
日
）

で
あ

る
。
戦
時
中
、
軍
需
工
場
建
設
中
に
発
見
さ

れ
、
戦
後
の
混
乱
期
に
我
が
国
の
起
源
を
神

話
か
ら
史
実
に
書
き
換
え
る
発
端
の
貴
重

な
遺
跡
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
弥
生
時
代
の
日
本
で
初
め
て
の

集
落
と
生
活
、
稲
作
の
水
田
跡
の
実
態
が
セ

ッ
ト
で
明
ら
か
に
な
っ
た
遺
跡
で
あ
っ
た
。 

発
掘
か
ら
は
実
利
的
な
武
器
で
な
く
祭

祀
（
ま
つ
り
ご
と
）
の
剣
形
木
製
品
や
狩
猟

用
の
石
槍
、
石
鏃
な
ど
が
出
土
し
、
住
民
た

ち
は
模
擬
戦
を
演
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
戦
い
の
武
器
の
役
割
は
な
い
よ
う
だ
。 

吉
野
ヶ
里
遺
跡
と
は
？ 

 

佐
賀
県
に
あ
る
こ
の

弥
生
時
代
の
遺
跡
は
、

多
数
の
甕
棺
（
か
め
か

ん
）

と
人
骨
や
銅
鏡
な

ど
が
発
掘
さ
れ
、「
耶
馬

台
国
？
」
と
注
目
さ
れ

全
国
に
報
道
さ
れ
た
。 

「
卑
弥
呼
（
ヒ
ミ
コ
）
の
ク
ニ
」
と
も
騒
が

れ
た
が
甕
棺
の
人
骨
に
は
、
頭
部
の
無
い
も

の
も
あ
っ
た
。
ま
た
鉄
製
の
武
器
も
多
く
見

つ
か
り
、
絶
え
ず
戦
火
に
襲
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。・
・
・
戦
争
と
平
和
・
・
・ 

い
つ
の
時
代
で
も
、
同
じ
課
題
で
あ
る
。

登呂遺跡 


